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教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
活
躍
し
た
方
を
表
彰
し
ま
す

教
育
委
員
会
で
は
、
教
育
及
び
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
振
興
、
発
展
に
貢
献
し

た
個
人
や
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。

■
表
彰
の
対
象

  

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
市
民
、
市

内
に
在
籍
す
る
団
体
及
び
市
内
在
学
・

在
勤
の
方

①
学
校
教
育
、
生
涯
学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
、

学
術
文
化
の
振
興
に
功
績
が
あ
っ
た
方

②
そ
の
他
、
教
育
委
員
会
が
表
彰
す
る
に

適
当
と
認
め
た
方

※
詳
し
い
選
考
基
準
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
学
校
教
育
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
推
薦
方
法

市
内
の
小
中
学
校
や
県
立
高
校
な
ど
に

教
育
委
員
会
か
ら
推
薦
の
依
頼
を
し
ま

す
。
表
彰
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
候

補
者
を
推
薦
す
る
場
合
は
、
必
要
書
類

（
具
申
書
、
功
績
調
書
、
受
賞
さ
れ
た

こ
と
が
証
明
で
き
る
資
料
）
を
記
入
し
、

12
月
1
日
㈮
ま
で
に
学
校
等
を
経
由
し

て
学
校
教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
表
彰
式

◇
日
時　

平
成
30
年
2
月
10
日
㈯

　
　
　
　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

◇
場
所　

ア
イ
プ
ラ
ザ
半
田　

講
堂

■
問
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課　


v
0
6
8
7

体
育
協
会
表
彰

教
育
委
員
会
表
彰

■
期
間
　
11
月
9
日
㈭
〜
11
月
15
日
㈬

秋
の
火
災
予
防
運
動

『
火
の
用
心 

こ
と
ば
を
形
に 

習
慣
に
』

半
田
市
体
育
協
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の

分
野
で
活
躍
し
た
方
を
表
彰
し
ま
す
。

■
表
彰
の
対
象

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
半
田
市
体

育
協
会
員
、
市
民
、
市
内
在
住
・
在
勤

の
方

①
国
民
体
育
大
会
、
日
本
選
手
権
大
会
で

3
位
ま
で
に
入
賞
し
た
方
、
そ
の
監
督

②
県
大
会
以
上
の
大
会
で
1
位
の
方
（
団

体
競
技
は
6
チ
ー
ム
、
個
人
競
技
は
12

名
以
上
参
加
す
る
大
会
。
た
だ
し
、
中

学
生
以
下
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
）

③
全
国
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
3
位

ま
で
に
入
賞
し
た
方

④
各
種
大
会
で
県
記
録
を
更
新
し
た
方

■
推
薦
方
法

12
月
1
日
㈮
ま
で
に
表
彰
候
補
者
推
薦

書
、
大
会
要
項
、
成
績
が
証
明
で
き
る

資
料
を
ス
ポ
ー
ツ
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
半
田
市
体
育
協
会
加
盟
団
体
の

競
技
に
限
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
半
田
市
体
育
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
表
彰
式

◇
日
時　

平
成
30
年
2
月
10
日
㈯

　
　
　
　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

◇
場
所　

ア
イ
プ
ラ
ザ
半
田　

講
堂

■
問
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
課　


7
1
1
8
4

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
の
起
こ
り
や
す

い
季
節
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
防
火
・
防
災
に
対
す
る
意
識
を
高

め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
秋
の
火

災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
火
災
は
一

人
ひ
と
り
の
心
が
け
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
大
切
な
命
、
財
産
を
守
る
た
め
、

火
災
予
防
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
火
災

を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■
い
の
ち
を
守
る
【
３
つ
の
習
慣
・
４
つ

の
対
策
】

「
３
つ
の
習
慣
」

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

「
４
つ
の
対
策
」

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
作
る
。

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
の
発
生

に
す
ば
や
く
反
応
し
、
大
き
な
音
や
音
声

で
居
住
者
に
火
災
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
す
。

平
成
28
年
11
月
に
実
施
し
た
知
多
中
部

管
内
の
設
置
率
調
査
で
は
、
約
87
％
の
世

帯
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

ま
だ
設
置
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
家

族
の
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
早
急
に
設

置
し
ま
し
ょ
う
。
設
置
さ
れ
て
い
る
方
も
、

き
ち
ん
と
作
動
す
る
よ
う
に
、
定
期
的
に

作
動
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

〇
作
動
確
認
方
法

ボ
タ
ン
を
押
す
、
又
は
ひ
も
を
引
い
て

作
動
確
認
を
す
る
。
音
が
鳴
ら
な
い
場

合
電
池
切
れ
か
機
器
本
体
の
故
障
で
す
。

〇
機
器
本
体
の
寿
命

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
本
体
は
10
年
を

目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
わ
せ

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部　

予
防
課　


6
1
4
9
1


